「骨太方針２００６」と歳出・歳入一体改革について

１　「骨太方針２００６」の策定過程とその全体像
· 与党と経済財政諮問会議との関係

· 決定過程における議論の透明性に関する指摘

· 次期政権の政策決定や来夏の参議院選挙との関係

· 「骨太方針２００６」の基本的な構成

２　「骨太方針２００６」に盛り込まれた歳出・歳入一体改革

· 経済活性化と財政再建の両立

· 改革の時間軸と目標

· 改革の原則

　　・　要対応額１６．５兆円

· 各分野の歳出削減

· 歳入改革

· 第３期改革へ向けて

３　地方行財政の課題と展望

　　（１）　次期政権における新たな地方分権推進の方策と手段

（2） 市町村合併の一層の推進と道州制に関する国民的論議

（3） 地方行革のさらなる推進

（4） 地域の再生と活性化のための新たな取り組み

（5） 国と地方の信頼関係の維持と財政再建のバランス論

（6） 地方歳出の削減と交付税の水準

（7） 新型交付税の行方

（8） 地方債の自由化問題

